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研究発表会から

「失敗をチャンスに！！逆転の発想で新技術を開発」
～京都府中小企業技術大賞を受賞した自動車用エコマテリアルの開発～

はじめに
株式会社浅田可鍛鋳鉄所は、京都府の福知山市で輸
送機等の鋳物部品を製造しているメーカーです。本日、
紹介する技術は、今まで世の中になかったユニークな
もので、平成18年2月に京都府中小企業技術大賞を受
賞しました。簡単に言えば、中身がくり抜かれた状態
の鋳物をつくる技術です。他の製法では難しく、約3年
前に日本初の技術として特許出願しました。他の製法
と違う点は、表層部分だけを残し、普通の鋳物ではで
きない中空の密閉状態をつくるところがこの技術の特
長です。

中空化技術開発のきっかけ
平成7年に、お客様から鋳物を溶接したいとの要望が
ありました。建設機械の部品が少し複雑な形状なため、
他の方法でつくるとデザインや見栄えが悪くなり、部
品点数も多くなってしまうので当社の鋳物を使いたい
とのことでした。ところが、鋳物は炭素含有量が多く、
溶接が困難でした。そこで色々と考えた結果、この炭
素をなくす脱炭熱処理で解決することを思いつき、技
術を確立しました。当時この技術を有しているところ
は他になかったので、「浅田可鍛の溶接できる鋳物」とい

う意味で	Weldable	Asada	Casting	と名付けました。
ワクワクできる鋳物という意味もあり、頭文字をとっ
てWAC材と呼んでいます。この新素材がステップアッ
プする一つのきっかけとなりました。その後、3年程前
になりますが、通常よりも高温となるろう付けをされ
るお客様から引き合いがきました。ディーゼルエンジ
ンなどに使われるEGRクーラーという排気ガスをク
リーンにする装置で、複雑な形状の継ぎ手部分に低コ
ストのWAC材が使えないかというものでした。ここで、
我々は単純に考え、脱炭により、ろうの流れを妨げる
カーボンはなくなっており、融点も上がっていますの
で、溶けずにうまくいくと予想しました。しかも、環
境規制の対応品でこれから大きく市場が伸びますから、
これはビジネスチャンスだと思い取り組みましたが、
最初は全然上手くいかずクレームだらけでした。しか
し、原因は我々の技術にありました。脱炭が不十分で
部分的に炭素が残り、そこが溶けて変形したのです。
これは苦労の末、熱処理技術の精度を上げることで解
決できました。

失敗から得られた新技術
この時、問題が解決したところで終わっていればそ
れまでしたが、失敗の中にチャンスが隠れていました。
本当に、溶ける原因が脱炭できていないことだけなの
かと考え直してみたのです。ここで初めて、脱炭熱処
理によって一つの鋳物製品の中に融点が異なる部分が
できることに気付きました。逆に考えれば、融点差を
利用すれば、融点が低い中心部分を取り除くことが可
能で、からっぽの部分がつくれるのではと考えたのが
この技術の始まりなのです。

中空化技術とは
その後、様々な形状の鋳物で試行錯誤し、熱処理の
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加減や温度を調整することで綺麗に中空化する技術を
確立することができ、特許を出願しました。今までの
鋳物技術では、砂でつくった鋳型の中に溶けた鉄を流
し込み、中空部をつくるための中子（なかご）を入れる
必要があります。ただし、中子を固定するための幅木（は
ばぎ）も必要となるため、製品には開口部ができ、密閉
された空間ができません。一方、当社独自の製法では、
初めに中空化したい鋳物をつくり、2回熱処理を施しま
す。最初の熱処理は表面の融点温度を上げるために脱
炭熱処理をします。脱炭すると強度が失われることは
熱処理の常識ですが、我々は敢えて脱炭しています。
鋳鉄の表面から炭素が抜けていくことでフェライト鉄
のようなものになり、表層部のみ融点が上がります。
炭素が抜けていない中心部分は、パーライト、もしく
は黒鉛がみえる状態で、融点が低いままです。ここで
表面部分に少し穴を開けて、融点が低い部分が溶ける
温度まで加熱することで中身だけが溶けだし、融点が
高い部分だけを側として残した製品をつくることがで
きます。もう少し具体的に言えば、当社が鋳物に使う
鋳鉄に含まれる炭素量は3.5％程度です。鋳鉄が非常に
低コストで複雑な形状に対応できるのは、炭素が含ま
れているから低い温度で溶けてつくりやすいというこ
とが言えます。一方、鉄に含まれる炭素量は一般的に
0.3％程度で、融点は非常に高い1,500度弱です。脱
炭熱処理で表層部の融点だけを上げると、内外で融点
に大きな差が生まれ、例えば、1,200度にすると中だ
け溶かしだされて、中空の側だけを残すことが可能で
す。炭素を含んでいないアルミなどの鋳物では無理な
方法で、鋳鉄の特徴を活かした技術だと言えます。

中空化技術のメリット
鋳鉄鋳物は複雑な形状のものが安くできるという特
徴から、多くの工業製品に使われています。その複雑
形状の鋳物が中空化できる最大のメリットは超軽量化

です。さらに軽量化に加えて強度も上がります。同じ
強度が求められるならば、この技術で3割の軽量化が可
能となります。また、別の特性として保温・断熱効果が
あげられます。魔法瓶と同じ中空断面の二重構造の原
理で非常に保温・断熱効果が得られ、実験結果からも実
証されています。一工夫すると制震・防震の効果も得ら
れます。これらのメリットを総合的にみれば、自動車、
産業機械の軽量化や機能向上が我々の技術で応えられ
る分野だと考えています。

新技術の商品化
新技術を開発しても、その技術を製品化できてはじ
めて、企業は商品を売ることができます。そこで、脱
炭技術のWAC材のことを知るお客様のところに出向く
と、「これは面白い」「こんなものは見たことがない」とい
う反応がありました。しかし、実際にどのような用途
があるのかが分からないとも言われました。そんな中、
ある会社から「これに使えるのでは」と提案いただき、
共同で開発を始めました。その後、新聞でこの技術が
紹介されたことで新しい引き合いもあり、現在、自動
車関係の2つの会社とも共同開発しています。非常に面
白いのですが、世の中で初めての製品なので、すぐに
商品化とはいきません。機能に応じた設計から積み上
げますので、今は商品がない状態ですが、今後数年か
けて開発していきます。

交流と連携・広がる可能性
現在は自動車関連製品のみの開発ですが、中空化技
術の様々な可能性を考えると、幅広く知識を集めてお
く必要性を感じ、当社のホームページが、「中空」「軽量
化」「鋳鉄」といったキーワードで検索されやすくなるよ
う工夫しました。甲斐あって、先日も栃木県から自動
車メーカーの技術者に「中空というキーワードで検索
し、ページをみつけました」と非常に興味をもっていた
だきました。今後、どのような商品化につながるのか
を楽しみにしています。また、展示会におけるお客様
との出会いの中からも様々な開発のヒントが得られま
す。我々は技術者であり経営者でもあります。お客様
と一緒に話をしていかないと商品化できないと感じて
います。多くの人達と接し、話をすることは大事なこ
とで、我々が想像もできないようなヒントを得ること
ができます。厳しい競争に勝ち残り、企業を成長させ
るには、こういったヒントを活かして新技術や新商品
の開発につなげる姿勢が重要なのです。中空化


